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山
本
支
部

長
挨
拶

こ

の

度

の

役

員

選

任

に

お

い

て

、

支

部

長

の

職

責

を

引

き

続

き

拝

命

す

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

山

本

で

ご

ざ

い

ま

す

。

二

期

３

年

目

に

入

り

新

た

に

身

を

引

き

締

め

て

取

り

組

ん

で

ま

い

る

所

存

で

あ

り

ま

す

。

昨

年

は

コ

ロ

ナ

の

影

響

も

落

ち

着

い

て

き

ま

し

た

の

で

、

通

常

の

支

部

運

営

に

当

た

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

が

、

社

会

の

変

化

に

伴

う

建

築

設

計

業

界

を

取
り
巻
く
環
境
を
考
え
る
と
日
々

厳

し

い

も

の

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

や

省

エ

ネ

に

対

す

る

持

続

可

能

な

社

会

目

標

が

定

め

ら

れ

、

そ

れ

に

伴

う

業

務

量

の

増

大

や

複

雑

化

。

及

び

デ

ジ

タ

ル

化

に

よ

る

業

務

の

変

化

や

効

率

化

、

企

業

体

質

の

強

化

の

構

築

等

、

本

会

Ｗ

Ｇ

で

検

討

問

題

の

早

急

な

対

応

を

余

儀

な

く

さ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

今

年

は

関

東

大

震

災

か

ら

１

０

０

年

の

節

目

の

時

で

も

あ

り

ま

す

。

全

国

で

多

発

す

る

地

震

や

そ

の

他

の

自

然

災

害

に

は

喫

緊

の

課

題

が

多

く

、

こ

こ

で

も

建

築

事

務

所

と

し

て

の

役
割
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ

の

よ

う

な

中

で

建

築

設

計

事

務

所

が

担

う

業

務

、

特

に

小

規

模

な

設

計

事

務

所

に

は

大

き

な

負

担

と

な

り

ま

す

。

今

後

の

会

員

皆

様

に

と

り

ま

し

て

良

き

情

報

が

お

届

け

で

き

れ

ば

と

思

い

ま

す

。

私

と

し

て

は

こ

の

一

年

を

三

つ

の

方

針

を

立

て

て

進

め

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

一

つ

目

は

昨

年

同

様

渋

谷

区

と

の

連

携

強

化

を

図

っ

て

い

こ

う

と

思

っ

て

い

ま

す

。

特

に

耐

震

・

防

災

関

係

は

重

要

で

す

。

昨

年

本

会

に

お

い

て

渋

谷

支

部

の

臼

井

副

会

長

が

ま

と

め

ま

し

た

「

新

耐

震

グ

レ

ー

ゾ

ー

ン

木

造

住

宅

耐

震

化

促

進

に

つ

い

て

の

提

案

」

ー

２

０

０

０

年

耐

震

規

定

強

化

前

の

新

耐

震

基

準

で

建

築

さ

れ

た

木

造

住

宅

ー

が

発

行

さ

れ

大

き

な

反

響

を

呼

び

ま

し

た

。

昭

和

５

６

年

か

ら

２

０

０

０

年

ま

で

の

木

造

住

宅

は

新

耐

震

基

準

後

で

あ

り

な

が

ら

、

接

合

部

の

規

定

、

壁

量

の

バ

ラ

ン

ス

規

定

等

が

定

め

ら

れ

て

お

ら

ず

耐

震

性

が

劣

る

建

物

で

、

こ

れ

か

ら

来

る

で

あ

ろ

う

大

地

震

に

対

し

て

無

防

備

の

状

況

で

す

。

こ

れ

ら

に

対

し

渋

谷

区

と

と

も

に

対

応

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

二

つ

目

は

支

部

と

し

て

技

術

研

修

を

図

っ

て

行

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

幸

い

支

部

の

協

力

会

員

も

１

９

社

に

増

え

、

多

方

面

に

わ

た

る

研

修

が

可

能

と

な

っ

て

来

ま

し

た

。

是

非

協

力

会

員

の

ご

協

力

で

最

新

技

術

、

最

新

商

品

の

研

修

会

、

現

場

見

学

会

等

で

共

に

研

鑽

を

図

っ

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

三

つ

目

は

委

員

会

組

織

の

充

実

を

図

る

こ

と

で

す

。

多

様

化

す

る

変

化

に

対

応

す

る

た

め

各

委

員

会

か

ら

提

案

を

受

け

、

こ

れ

か

ら

の

事

務

所

経

営

に

何

が

必

要

か

、

何

を

し

て

い

く

の

か

を

進

め

て

ま

い

り

ま

す

。

い

ろ

い

ろ

な

情

報

に

対

し

い

ろ

い

ろ

な

対

応

が

あ

り

ま

す

。

こ

れ

か

ら
の
社
会
で
の
「
ニ
ー
ズ
と
シ
ー

ズ

」

の

マ

ッ

チ

ン

グ

を

考

え

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

皆

様

の

ご

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

渋

谷

支

部

長

山

本

誠

発 行

(一社) 東京都建築士

事務所協会 渋谷支部

支部長 山本 誠

編 集

渋谷支部編集委員会

会 員 数

正 会 員 114 社

協 力 会 員 19 社

令和 5年 5月 現 在

支部 H P Q R ｺｰﾄﾞ

今
年
度
は
役
員
改
選
期
、
一
般
社
団
法
人

東
京
都
建
築

士
事
務
所
協
会

渋
谷
支
部
は
、
山
本
支
部
長
の
も
と
２
期

３
年
目
に
入
り
ま
し
た
役
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
新
た
に
進

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

千

鳥

義

典

新

会

長

挨

拶

（

要

約

）

こ

の

度

会

長

職

を

拝

命

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

千

鳥

で

ご

ざ

い

ま

す

、

大

変

光

栄

に

存

じ

ま

す

。

会

員

の

皆

様

の

期

待

に

応

え

ら

れ

ま

す

よ

う

力

を

尽

く

し

て

会

長

職

を

全

う

し

て

ま

し

り

ま

す

。

ま

ず

は

３

期

６

年

在

任

期

間

の

半

分

を

コ

ロ

ナ

禍

と

い

う

未

曽

有

の

時

代

を

乗

り

越

え

て

来

ら

れ

ま

し

た

児

玉

前

会

長

に

対

し

て

の

謝

意

を

表

し

ま

す

。

会

長

と

し

て

の

職

責

は

建

築

士

事

務

所

憲

章

の

精

神

を

順

守

し

、

ま

ち

づ

く

り

や

建

築

に

関

す

る

社

会

課

題

に

真

摯

に

向

き

合
い
、
解
決
に
導
く
と
と
も
に
、

そ

の

活

動

の

成

果

の

発

信

を

通

し

て

地

域

の

理

解

と

信

頼

を

高

め

、

当

協

会

が

社

会

に

取

っ

て

な

く

て

は

な

ら

な

い

団

体

で

あ

る

と

い

う

確

固

た

る

地

位

を

築

く

こ

と

が

第

一

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

更

に

継

承

と

革

新

の

両

立

す

な

わ

ち

こ

れ

ま

で

の

当

会

の

活

動

の

積

み

重

ね

の

中

で

、

優

れ

た

と

こ

ろ

は

継

承

す

る

一

方

、

常

に

新

し

い

こ

と

に

挑

戦

し

自

己

変

革

を

続

け

る

未

来

志

向

の

組

織

を

目

指

し

ま

す

。

そ

の

た

め

に

は

会

員

皆

様

の

応

援

と

組

織

運

営

が

欠

か

せ

ま

せ

ん

。

先

程

申

し

上

げ

た

会

員

の

様

々

な

意

見

と

現

状

を

通

し

て

合

意

形

成

応

の

プ

ロ

セ

ス

を

こ

れ

を

大

切

に

し

て

運

営

に

あ

た

っ

て

い

き

ま

す

。

本

年

度

の

総

務

財

務

委

員

会

で

検

討

中

の

、

中

長

期

計

画

の

検

討

事

項

が

前

倒

し

で

、

①

会

員

事

務

所

の

経

営

支

援

と

技

術

支

援

に

向

け

た

取

り

組

み

、

②

社

会

課

題

・

政

策

動

向

を

見

据

え

た

取

組

み

の

推

進

③

組

織

の

強

化

と

財

務

状

況

の

健

全

化

に

向

け

た

取

組

み

、

こ

れ

ら

の

課

題

を

一

つ

一

つ

着

実

に

進

め

て

い

き

ま

す

。

協

会

の

明

る

い

未

来

に

向

け

さ

ら

な

る

発

展

の

為

に

誠

心

誠

意

務

め

て

ま

い

り

ま

す

。

そ

の

た

め

に

は

何

よ

り

会

員

の

皆

様

の

ご

理

解

と

ご

協

力

が

不

可

欠

で

あ

り

ま

す

。

一

層

の

ご

支

援

を

お

願

い

し

ま

す

。

本
会
定
時
総
会
に
お
い
て
も

新
会
長
・
理
事
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

挨拶をする千鳥会長
後列左から、小松達
也専務理事、木村修
副会長、杉本由美子
副会長、武内敏幸副
会長、脇宗一郎副会
長、富樫亮副会長、
永池雅人副会長
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山 種 美 術 館 （ワ イマッ ツ広尾 ）

今 回 は 広 尾 に あ る 山 種 美 術 館 と 賃 貸 オ フ ィ ス の
複合建築、ワイマッツ広尾を訪ねました。

地下 1階を日本画専門美術館の山種美術館展示室、
１ 階 に 共 用 空 間 と し て 、 Ｃ ａ ｆ ｅ ・ ロ ビ ー ・ エ ン

トランス、２～
６階を賃貸オフィ
スとして計画さ
れています。

Ｌ型敷地の西
側道路に面する
正面部分は斜め
に振った外壁を
雁行させリズム
感を持たせ、開
口部は北西部に
設けることによ
り西から受ける
太陽光の影響抑
えています。東
側に面する部分
は上階に向けて
少しずつセット
バックさせた屋
上緑化が東側住
居地域への圧迫
感を軽減 し周囲
との調和 を感じ
ます。

１階のロビー、
ｃａｆｅ は開放
的なガラ ス張り
の空間で 、階段
の壁に配 置され
た加山又 造作の
陶板壁画 が展示
室へのア プロー
チとして 期待さ

せ ま す 。 地 下 の 企 画 展
示 室 は 約 4 0ｍ の 空 間 で
屏 風 ・ ふ す ま 絵 等 大 型
作 品の 展 示 が 可 能 で す。
他 に シ ョ ッ プ ・ コ レ ク
シ ョ ン ル ー ム が 配 さ れ
来 場 者 は 余 韻 を 味 わ っ
ていきます。

協 力 会 員 コ ー ナ ー
協 力 会 員 の 皆 様 の 紹 介 欄 で す 。 Ｐ Ｄ Ｆ 又 は Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ で
お 送 り い た だ き ま し た ら こ の 欄 に 載 せ ま す 。

報
告
事
項
（
五
月
～
六
月
）

●
理
事
会

臼

井

勝

之

中

期

計

画

の

検

討

策

定

財

務

体

質

の

改

善

。

定

時

総

会

は

６

／

１

５

明

治

記

念

館

に

て

。

会

員

増

強

目

標

、

渋

谷

支

部

は

年

度

末

現

在

１

１

３

社

、

＋

１

０

社

目

標

。

協

会

名

刺

使

用

規

範

の

改

訂

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

追

加

の

件

。

省

エ

ネ

講

習

会

、

７

／

１

４

・

９

／

２

６

開

催

予

定

、

講

師

イ

ズ

ミ

シ

ス

テ

ム

。

青

年

部

会

、
1

級

建

築

士

学

科

の

セ

ミ

ナ

ー

無

料

に

て

。

全

国
大
会
女

性
交

流
会

の
協

力
、

横

村

氏

。

協

会

ポ

ス

タ

ー

デ

ザ

イ

ン

コ

ン

テ

ス

ト

の

結

果

、

応

募
3

件

で

該

当

な

し

。

建

築

バ

リ

ア

フ

リ

ー

条

例

に

お

け

る

宿

泊

施

設

の

規

定

見

直

し

。

（

Ｕ

Ｂ

１

２

１

６

以

上

は

容

積

不

算

入

、

通

路
1

ｍ

以

上

に

、

他

。

●
支
部
長
会

山

本

誠

開

催

な

し

●

事
業
委
員
会

河

邑

石

水

Ｒ

５

年

度

私

立

学

校

の

非

構

造

部

材

の

耐

震

化

推

進

に

向

け

た

建

築

士

学

校

派

遣

事

業

（

私

学

財

団

）

、

躯

体

派

遣

→

近

年

は

契

約

が

な

か

っ

た

が

、

今

年

度

は

契

約

し

た

い

。

6

月

第
3

週

ま

で

に

私

学

財

団

に

非

構

造

派

遣

の

調

査

項

目

の

追

加

等

提

案

を

行

う

。

非

構

造

派

遣

・

躯

体

派

遣

の

担

当

建

築

士

の

選

任

、

担

当

建

築

士
へ
の
実

務
説

明
会

の
開

催
、

協

力

事

務

所

名

簿

の

更

新

に

つ

い

て
も
検
討

を
お

願
い

し
た

い
。

Ｒ

５

年

度

マ

ン

シ

ョ

ン

耐

震

化

推

進

サ

ポ

ー

ト

業

務

（

ま

ち

セ

ン

）

Ｒ

５

年

度

非

木

造

建

築

物

補

強

設

計

等

技

術

者

育

成

業

務

（

ま

ち

セ

ン

）

Ｂ

Ｉ

Ｍ

セ

ミ

ナ

ー

の

実

施

に

つ

い

て

講

習

動

画

は

年

末

頃

に

Ｂ

Ｉ

Ｍ

Ｇ

Ａ

Ｔ

Ｅ

に

掲

載

予

定

。

●

業

務

委

員

会

塚

部

彰

建

築

構

造

設

計

指

針

２

０

１

９

の

増

刷

（

３

刷

）

に

つ

い

て

令

和
5

年

度

国

及

び

東

京

都

へ

の

予

算

・

政

策

要

望

ご

検

討

の

お

願

い

●

ふ

れ

あ

い

フ

ェ

ア

第
２
４
回
建
築
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ア

支

部

ポ

ス

ト

カ

ー

ド

作

成

の

ご

協

力

の

お

願

い

中

高

生

論

文

コ

ン

テ

ス

ト

・

イ

ベ

ン

ト

企

画

、

他

●

会
員
の
異
動

山

本

誠

正

会

員

・

２

社

変

更

、

会

員

数

１

１

４

社

協

力

会

員

・

１

社

入

会

、

会

員

数

１

９

社

●

会
計
報
告

野

崎

岳

夫

五

月

の

会

計

報

告

が

な

さ

れ

た

。

支
部
か
ら
の
報
告

上:雁行している西側全景
下:１階ガラス張りのｃａｆｅ

建物概要
設 計： 日本設計
延床面積： 4,358㎡
規 模： 地下1階、地上6階
構 造： Ｓ造、ＳＲＣ造
竣 工： 2009年
住 所： 渋谷区広尾3丁目


